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Ⅰ．はじめに「2018年度　道東ドクターヘリ運航報告」

　道東ドクターヘリ（基地病院　市立釧路総合病院）は2009年10月に道北ドクターヘリ（同
旭川赤十字病院）と同時に導入され、2005年導入の道央ドクターヘリ（同　手稲渓仁会病
院）、2015年導入の道南ドクターヘリ（同　市立函館病院）と併せて現在道内では計４機が
導入されている。
　ドクターヘリの第一の目的は人命にかかわる救急現場に医療資源を投入することで、初
期治療の開始を早めて救命率を高めることは論を待たない。さらに、ドクターヘリは短時
間で医療機関への患者搬送が可能な高速移動手段でもある。事案に限らず搬送時間の短縮
は地域で完結できない救急医療の広域化に一定の役割をはたす。また、ドクターヘリの遠
隔地への出動は救急隊や医師・看護師の陸路往復のための長い拘束時間を減らし、結果的
に地域医療資源の効率的な活用につながる。
　2018年度中の道東ドクターヘリの要請件数は654件、総出動件数は382件であった。内訳
は救急現場出動217件、緊急外来搬送35件、施設間搬送83件、キャンセル47件（離陸前キャ
ンセル32件含まず）となっており、2009年10月の運航開始以来、総出動件数は3,876件とな
った。2018年度中の運航における道東ドクターヘリ運航状況、転帰、効果等について分析
を行い、その有効性と今後の道東ドクターヘリ事業の充実に向けた課題を明らかにするこ
とを目的に、運航実績について道東ドクターヘリ運航調整委員会事後検証部会にて検証を
行ったので報告する。
　ドクターヘリが円滑な活動を行うためには、消防機関をはじめとする各関係機関との連
携が不可欠である。定期的に実施している症例検討会、地域MC協議会事後検証部会など
での議論を通し、安全運航の継続を最優先課題として今後も関係機関と緊密な連携をとり
ながら活動を続けていきたいと考えている。
　道東ドクターヘリ事業は運航開始から事故なく無事10年目を迎え、道東の地域医療にお
ける通常のインフラと位置付けられており、今後も地域の皆様のご理解、ご協力をいただ
きながら事業を安定的に継続させ、さらに発展させていきたい。
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Ⅱ．出動状況
（１）年度別　要請件数

（２）市町村別　出動件数

年度別　要請件数(％)
※ドクターヘリ導入促進事業による運航は、2009年10月より開始。
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（３）要請不応需（未出動）

釧路市消防本部 83

272

釧路東部消防組合消防本部 18

釧路北部消防事務組合消防本部 34

根室市消防本部 31

根室北部消防事務組合消防本部 70

北見地区消防組合消防本部 9

網走地区消防組合消防本部 3

美幌・津別広域事務組合消防本部 4

斜里地区消防組合消防本部 13

とかち広域消防局 7

2018年度　要請不応需（要請機関別）
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1(0.3)
5(1.3)
2(0.5)
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2018年度　市町村別　出動件数(％)
※上士幌町、清水町、鹿追町は道北ドクターヘリの出動圏域となります。

(13件)

(3件)
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（４）運航状況日数

2018年度　運航状況日数(％)

日数内訳
天候不良 機体不良 その他 計
86
32
118

1
0
1

0
0
0

87
32
119

出動不可時間あり
終日運休

計

終日運休
32(8.8)

出動不可時間あり
87(23.8)

終日可能
246(67.4)

年度別　要請不応需内訳(％)
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(54.3)
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(48.1)

34
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(17.4)

60
(25.1)

148
(55.9)

56
(21.1)

129
(58.4)

47
(21.3)

181
(71.8)

32
(12.7)

126
(61.2)

33
(16.0)

77
(58.8)

24
(18.3)

82
(57.7)

21
(14.8)

12(4.5)
27(10.2)
 0
 6(2.3)
16(6.0)

19(8.0)
13(5.4)
 8(3.3)
 5(2.1)
19(8.0)

23(6.6)
28(8.0)
 0
14(4.0)

10(4.5)
18(8.1)
 0
11(5.0)
 6(2.7)

10(4.0)
14(5.5)
 0
 8(3.2)
 7(2.8)

11(5.3)
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 0
 8(3.9)
 8(3.9)
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 9(6.9)
 0
 7(5.3)
 8(6.1)

 2(1.4)
18(12.7)
 1(0.7)
12(8.5)
 6(4.2)
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 2(8.0)
 0
 2(8.0)
 7(28.0)
10(40.0)
 4(16.0)

350

265
239

127
(46.7)

43
(15.8)

27(9.9)
32(11.8)
16(5.9)
 0

272

221

252

206

131142

25

件

27
(9.9)
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（５）要請機関別　出動件数

医
療
機
関

（
施
設
間
搬
送
）

市立釧路総合病院 5

83
（21.7％）

町立厚岸病院 2
浜中町立浜中診療所 1
摩周厚生病院 5
弟子屈クリニック 1
市立根室病院 27
町立中標津病院 21
中標津脳神経外科 2
標津町国民健康保険標津病院 3
町立別海病院 5
町立別海病院尾岱沼診療所 2
町立別海病院西春別駅前診療所 1
知床らうす国民健康保険診療所 7
帯広厚生病院 1

消
防
機
関

釧路市消防本部 105

299
（78.3％）

釧路東部消防組合消防本部 53
釧路北部消防事務組合消防本部 44
根室市消防本部 14
根室北部消防事務組合消防本部 60
北見地区消防組合消防本部 0
網走地区消防組合消防本部 0
美幌・津別広域事務組合消防本部 3
斜里地区消防組合消防本部 5
とかち広域消防局 15

382

2018年度　要請機関別　出動件数（％）

年度別　要請機関別　出動件数(％)

件

災害派遣
(2010年度に1件)

医療機関
(施設間搬送)

消防機関
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286
(69.8)

102
(72.9)

85
(19.9) 83

(20.0)

119
(24.0)106

(23.5)
104
(26.4)106

(29.5)

103
(25.6)

123
(30.0)

38
(27.1)

427 415
382

496
451

394
359

402

410
1
(0.2)

140

83
(21.7)
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（６）出動区分

2018年度　出動区分(％)

離陸後　　
キャンセル
47(12.3)

救急現場出動
217(56.8)

施設間搬送
83(21.7)

緊急外来搬送
35(9.2)

年度別　出動区分割合

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21

災害派遣
(2010年度に１件)

離陸後キャンセル

施設間搬送

緊急外来搬送

救急現場出動

54.6 49.650.654.85147.453.247.152.9

12.4
14.79.9

8.9
8.69.2

10
11

14.3

19.9 202423.526.429.5
25.630

27.1

13.1 15.7

56.8

9.2

21.7

12.315.512.81413.911.211.75.7 0.2

2018201720162015201420132012201120102009

【用語解説】
　救急現場出動　：　�現場の直近や、あらかじめ設定された救急隊との合流地点に着陸

し、傷病者の処置を行う出動方式。
　緊急外来搬送　：　�ドクターヘリと救急隊の合流に時間を要する場合、一旦救急隊が

近隣の医療機関に搬送し、初期治療を行い、その後、フライトド
クター、ナースが合流する出動方式。

　施設間搬送　：　�既に入院している患者を、高次医療機関又は専門医療機関へ転院
搬送する出動方式。
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（７）キャンセル内訳

2018年度　キャンセル理由(内離陸前キャンセル数)
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消防判断ＭＣ判断その他全キャンセル
軽症 重症(CPAなど) 社会死 その他 天候重複要請

件

56(25)1(0)
5(0)
2(0)
2(1)

79(32)

79

3
1(1)
2(0)

10

66

8(3)
2(2)

計器異常

年度別　キャンセル内訳(％)
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件

56
(66.7)

65
(83.3)

77
(74.0)

58
(76.3)

41
(74.5)30

(60.0)

36
(80.0)30

(62.5)

28
(33.3)

13
(16.7)

27
(26.0)

18
(23.7)

14
(25.5)

20
(40.0)

9
(20.0)18

(37.5)

84
78

104

76

55
50

4548

8
2(25.0)
6(75.0)

47
(59.5)

32
(40.5)

79
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年度別　キャンセル理由内訳(％)
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52
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(60.3)

83
(79.8)
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(76.4)39
(78.0)30

(66.7)
28
(58.3)

15
(17.9) 17

(21.8)

11
(10.6)

13
(17.1)

8
(14.5)5

(10.0)10
(22.2)

12
(25.0)

17
(20.2) 14

(17.9)

10
(9.6)

7
(9.2)

5
(9.1)6

(12.0)5
(11.1)

8
(16.7)

79

66
(83.5)

10
(12.7)

3
(3.8)

201820172016201520142013201220112010

【用語解説】
　消防判断　：　現着した救急隊など、消防機関による判断。
　ＭＣ判断　：　メディカルコントロール(Medical Control)による判断。

【用語解説】
　バイタルサイン　：　脈拍が弱く、かすかにしか触れない、全く脈がないこと。
　　　　　　　　　：　�呼吸が弱くて止まりそうであること、遠く浅い呼吸をしている

こと、呼吸停止。
　　　　　　　　　：　呼吸障害、呼吸がだんだん苦しくなってきたこと。

（８）要請事由
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自動車
事故

件

オートバイ
事故

転落事故 窒息事故

1
(0.3)
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(8.4)
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243

(63.6)
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(2.1)

9
(2.3)

40

(10.5)

バイタル
サイン

外傷 疾病
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Ⅲ．傷病者状況
（１）年齢階層

2018年度　年齢階層(％)
【不搬送含む】
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20
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80-70-7960-6950-5940-4930-3920-2910-190-9

件 診療患者数355人

8079
69

41

29

18
27

66

(22.5)(22.3)
(19.4)

(11.5)
(8.2)

(5.1)
(7.6)

(1.7)(1.7)

年度別　年齢階層割合
【不搬送含む】
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80-

60-79

40-59

20-39

0-19

4.54.5

11.311.3

25.825.8

37.937.9

20.520.5

5.65.6

11.711.7

20.020.0

44.344.3

18.418.4

7.37.3

10.810.8

17.817.8

44.644.6

19.519.5

4.34.3

9.69.6

14.814.8

48.148.1

23.223.2

5.25.2

8.98.9

21.221.2

38.938.9

25.825.8

6.96.9

9.99.9

22.222.2

39.839.8

21.221.2

5.65.6

9.49.4

19.719.7

41.941.9

23.423.4

6.96.9

10.110.1

21.721.7

39.839.8

21.521.5

5.95.9

9.79.7

19.719.7

38.338.3

26.426.4

3.43.4

12.712.7

19.719.7

41.741.7

22.522.5

2018201720162015201420132012201120102009
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（２）疾患分類

2018年度　疾患別患者数(％)
【医療機関搬送者】
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61

79

2009～2018年度　疾患別年平均患者数(％)
【医療機関搬送者】
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（３）重症度分類

2018年度　重症度分類別件数(％)
【医療機関搬送者】

件

0

30

60

90

120

150

180

未判定死亡重篤重症中等症軽症

(1.7)(10.4)

(21.9)

(49.9)

(15.0)
(1.1)
46

36

76

173

52

年度別　重症度分類別患者数(％)
【医療機関搬送者】

未判定

死亡

重篤

重症

中等症

軽症

【軽症】　＝入院を要しないもの。
【中等症】＝生命の危険はないが入院を要するもの。
【重症】　＝生命の危険の可能性があるもの。
【重篤】　＝生命の危険が切迫しているもの。
【死亡】　＝初診時死亡が確認されたもの。
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H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21

56
(14.4)

52
(15.0)52

(11.7)
50
(12.4)34

(9.8)
34
(10.6)

45
(12.2)

190
(49.0)

173
(49.9)

168
(37.7)

196
(48.8)172

(49.6)
165
(51.4)

179
(48.8)

83
(21.4)

76
(21.9)

131
(29.4)

93
(23.1)85

(24.5)
71
(22.1)

85
(23.2)

42
(10.8)

36
(10.4)

39
(8.8)

43
(10.7)

39
(11.2)26

(8.1)

48
(13.1)

5 6

3
78153 (1.3) (1.7)

(0.7)

(1.7)(2.3)(4.7)
(0.8)

12 4
52
(11.7)

139107 (3.1) (1.1)

53
(15.4)

156
(45.2)

85
(24.6)

36
(10.4)

6 (1.8)
9 (2.6)(3.3)(2.6)(3.1)(1.9)

32
(8.8)

190
(52.5)

79
(21.8)

47
(13.0)

10(2.8)
4 (1.1)

12
(9.1)

63
(47.7)

36
(27.3)

10
(7.6)

6 (4.5)
5 (3.8)

2018201720162015201420132012201120102009



−　　−12

Ⅳ．搬送状況
（１）搬送形態

2018年度　搬送形態(％)

不搬送
8(2.3)

ドクターヘリ
263(74.9)

救急車搬送
50(14.2)

ドクターカー搬送
30(8.4)

年度別　搬送形態(％)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21

不搬送

救急車

ドクターカー搬送

ドクターヘリ285
(72.3)

263
(74.9)

364
(83.9)

325
(81.9)

289
(83.3)

270
(84.4)

311
(85.9)

320
(86.7)

120
(91.0)

1781196513 (4.3) 8 (2.3)(1.8)(2.8)(2.6)(1.9)(1.4)(3.5)

57
(14.5)

50
(14.2)

242628192418
6 (5.5)(6.5)(8.1)(5.9)(6.6)(4.9)
(4.5)

35 30

383521252218
6

(8.9) (8.4)

273
(75.9)

26(7.2)

44
(12.2)

17(4.7)

(8.8)(8.8)(6.0)(7.8)(6.1)(4.9)
(4.5)

2018201720162015201420132012201120102009
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年度別　収容病院(％)
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H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21

災害派遣
(2010年度に１件)

圏域外医療機関

圏域内医療機関

件

388
(100)

437
(99.8)400

(99.5) 343
(99.4)

343
(99.1)318

(99.1)

363
(98.9)

359
(99.2)

132
(99.2)

1
(0.2)

2
(0.5)

2
(0.6)

347
(100)

3
(0.9)3

(0.9)

4
(1.1)

1
(0.3)

2
(0.5)

1
(0.8)

2018201720162015201420132012201120102009

（２）収容病院

釧根地区 傷病者数 北網地区 傷病者数
市立釧路総合病院 148 北見赤十字病院 4
釧路孝仁会記念病院 112 美幌町立国民健康保険病院 1
釧路労災病院 38 知床らうす国民健康保険診療所 1
釧路赤十字病院 9 計 6
釧路協立病院 1
釧路三慈会病院 2 十勝地区 傷病者数
星が浦病院 2 帯広厚生病院 6
太平洋記念みなみ病院 1 国立病院機構帯広病院 3
摩周厚生病院 3 足寄町国民健康保険病院 1
町立厚岸病院 4 計 10
市立根室病院 3
町立中標津病院 1
町立別海病院 7

計 331 合計 347

2018年度　収容病院
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（３）時間経過
区　　分 全期間 （　夏　期　） （　冬　期　）
消防覚知～

ドクターヘリ要請
n=217（*1）

06分43秒 （±06分16秒） 06分21秒 （±05分54秒） 07分07秒 （±06分36秒）

ドクターヘリ要請～
基地・基幹連携病院離陸

n=183（*2）
05分14秒 （±01分38秒） 05分11秒 （±01分39秒） 05分16秒 （±01分38秒）

基地・基幹連携病院離陸
～現場着陸
n=183（*3）

14分56秒 （±06分58秒） 15分24秒 （±07分42秒） 14分26秒 （±06分03秒）

現場着陸～
現場離陸

n=124（*4）
24分52秒 （±09分47秒） 24分32秒 （±08分39秒） 25分17秒 （±10分59秒）

現場離陸～
医療機関収容
n=124（*4）

20分19秒 （±09分29秒） 20分05秒 （±10分32秒） 20分36秒 （±08分02秒）

消防覚知～
医師接触

n=183（*5）
31分08秒 （±10分52秒） 31分11秒 （±10分50秒） 31分04秒 （±10分53秒）

消防覚知～
医療機関収容
n=124（*6）

72分46秒 （±19分38秒） 72分10秒 （±19分28秒） 73分30秒 （±19分49秒）

2018年度　救急現場出動における平均時間経過（標準偏差）
*1：�消防機関の覚知とドクターヘリ要請時間が明確な事例217件（夏期112件、冬期105件）
*2：�上記*1の事例217件のうち通常の出動待機状態から対応した事例183件（夏期94件、冬期89件）
*3：�上記*2の事例183件のうち、現場到着時間が明確な事例183件（夏期94件、冬期89件）
*4：�上記*3の事例183件のうち、現場離陸時間が明確な事例からドクターヘリにより搬送された事例124件（夏期68件、

冬期56件）
*5：��上記*2から医師接触時間が明確な事例183件（夏期94件、冬期89件）
*6：�消防覚知から医療機関収容までのデータが明確かつドクターヘリにより搬送された事例124件（夏期68件、冬期56件）

年度別　救急現場出動における平均経過時間
■覚知〜要請　■要請〜離陸　■離陸〜現着　■現着〜離陸　■離陸〜病院収容
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Ⅴ．転帰・ドクターヘリの効果
（１）転帰

2018年度　転帰(％)

死亡
39(11.7)

良好
232(69.7)

重度障害
18(5.4)

植物状態
1(0.3)

中等度障害
43(12.9)

年度別　転帰(％)
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80%

100%

H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21

死亡

植物状態

重度障害

中等度障害

良好274
(73.8) 231

(71.3)
281
(71.5)

287
(73.8)226

(66.9)
202
(65.0)

254
(72.0)246

(69.3)77
(60.6)

43
(11.6)

38
(11.7)

44
(11.2)

38
(9.8)

43
(12.7)

39
(12.5)

52
(14.7)

40
(11.3)

18
(14.2)

34
(9.2)

40
(12.4)

50
(12.7)

44
(11.3)48

(14.2)
52
(16.7)

35
(9.9)36

(10.1)22
(17.3)

1 22
11271

(0.3) (0.6)(0.5)
(0.3)(0.3)(0.6)(2.0)

(0.8) 19 131818201710269
(5.1) (4.0)

232
(69.7)

39
(11.7)

43
(12.9)

1 (0.3)
18(5.4)(4.6)(4.6)

(5.9)(5.5)(2.8)(7.3)(7.1)

2018201720162015201420132012201120102009
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（２）ドクターヘリの効果
※ドクターヘリによる効果判定につきましては、医学的根拠に基づき外部医師に判定していただいております。

2018年度　効果判定結果(％)

件
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240

未回答判定不能不変有効
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年度別　効果判定結果(％)
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判定不能

不変

有効
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(46.9)

164
(47.5)

197
(48.5)

223
(56.6)181

(53.6)
169
(52.6)

190
(51.8)163

(45.0)56
(42.4)

178
(45.9)

151
(43.8)

174
(42.8)

157
(39.8)138

(40.8)109
(34.0)

143
(39.0)172

(47.5)61
(46.2)

11 191053111373 (2.8) (5.5)(2.5)(1.3)(0.9)(3.4)(3.5)(2.0)(2.3)
17 1125916

32
(10.0)

212012
(9.1)

(4.4) (3.2)

210
(60.5)
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(32.3)

16(4.6)
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2018年度　有効判定理由(％)

両方

搬送時間等の短縮

ＤＨ医師による医療介入
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Ⅵ．会議等
（１）2018年度　道東ドクターヘリ運航調整委員会　役員会

開 催 場 所　：　市立釧路総合病院２階会議室
開 催 日 時　：　2018年５月15日　18：00～
年間開催回数　：　１回
出 席 者　：　道東ドクターヘリ運航調整委員会役員等9名

（２）2018年度　道東ドクターヘリ症例検討会
開 催 場 所　：　釧路市生涯学習センター「まなぼっと幣舞」２階　多目的ホール
開 催 時 間　：　18：30～
年間開催回数　：　３回
年間症例検討数　：　13件

開催日 発表症例数 出席者数

第１回
2018年６月１日

４

医 師 5
看 護 師 10
消防関係 61
病院関係 1
運航会社 1
そ の 他 7

計 85

第２回
2018年10月12日

６

医 師 2
看 護 師 9
消防関係 58
病院関係 3
運航会社 2
そ の 他 5

計 79

第３回
2019年２月１日

３

医 師 6
看 護 師 8
消防関係 65
病院関係 5
運航会社 3
そ の 他 1

計 88

（３）2018年度　道東ドクターヘリ運航調整委員会
開 催 場 所　：　釧路市生涯学習センター「まなぼっと幣舞」２階　多目的ホール
開 催 日 時　：　2018年７月17日　18：00～
年間開催回数　：　１回
出 席 者　：　道東ドクターヘリ運航調整委員会の委員等　42名
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（４）2018年度　道東ドクターヘリ運航調整委員会　事後検証部会
開 催 場 所　：　釧路市生涯学習センター「まなぼっと幣舞」８階　801号室
開 催 日 時　：　2019年２月8日　18：00～
年間開催回数　：　１回
出 席 者　：　道東ドクターヘリ運航調整委員会事後検証部会委員　10名

Ⅶ．参加訓練
（１）アイシン精機豊頃試験場ドクターヘリ総合レスキュー訓練

開 催 場 所　：　アイシン精機豊頃試験場
実 施 日 時　：　2018年４月23日　11：00～
参 加 者　：　搭乗医師　１名、搭乗看護師　１名、機長　１名、整備士　１名

（２）2018ドクターヘリ合同訓練
開 催 場 所　：　日産自動車（株）北海道陸別試験場
実 施 日 時　：　2018年11月１日　13：30～
参 加 者　：　搭乗医師　１名、搭乗看護師　２名、機長　１名、整備士　１名

（３）北海道ドクターヘリ災害時運用における机上訓練
開 催 場 所　：　旭川赤十字病院　外来棟２階　講堂
実 施 日 時　：　2019年２月15日　13：00～
参 加 者　：　�搭乗医師　３名、搭乗看護師　２名、機長　１名、整備士　１名、

運航管理者　１名

（４）釧路外環状道路ドクターヘリ合同訓練
開 催 場 所　：　釧路外環状道路　釧路東IC～釧路別保IC
実 施 日 時　：　2019年３月７日　13：00～
参 加 者　：　搭乗医師　１名、搭乗看護師　１名、機長　１名、整備士　１名
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